
号の特集は「社会科学におけるモデル分析」をテーマとした。新型コ
ロナウイルス感染症が拡大するなか、「8割おじさん」こと西浦博教

授の活躍で感染症の数理モデルが世間の注目を集める一方、そのようなモデ
ルに経済活動を加え、感染症対策と経済活動を両立させるための政策提言に
活用する研究者も現れた。疫学と経済学という異色の組み合わせを見て、問
題解決のために必要な学問を組み合わせるという学際研究のお手本のような
ものだと感心した。学際研究を行うには、他の分野を理解することから始め
る必要がある。そこで、モデル分析という共通の分析手法に焦点を当てなが
ら、異なる分野の研究者に自分の分野のことを解説してもらおうと考えて企
画したものである。
　他方、最新ビジネス・レポートは本学 OG の根本妃美子氏にご執筆いただ
いた。経営者が社員に対する見方・考え方を転換することで会社自体が大き
く変わりうることを、実体験に基づいて詳述した迫真のレポートである。原稿
を拝読し、以前、ゼミで経済学の教科書を輪読しているときに、「社員はコスト
ではないという話を聞いて共感したので、この本に書いてあること（＝人件費
はコストである）には賛同できない」と発言した学生がいたことを思い出し
た。このとき私は、「企業の利潤はπ=pf（L）-wLと表すことができる、労働L
はコストをもたらすだけでなく、収入にも直結する」というような話をした記
憶があるが、同時に、本号の内海氏の論考にもあるように、ゲーム理論を使え
ばもっと深い議論ができるんだけどなぁ、ともどかしく思ったものである。
　エッセイは写真家の大竹英洋氏に依頼した。大竹氏は、本号の渕元氏の論
考にも登場する理学博士の名を冠した「梅棹忠夫・山と探検文学賞」の受賞
歴をもつ探検家であり文筆家でもある。大学時代、「渡り鳥」を意味するワ
ンダーフォーゲル部で活躍し、そのまま「渡り鳥」のような人生を歩んでき
た彼の生き様を感じてもらえればと思っている。写真が白黒となってしまう
のがどうにかならないものかと考え、Web版のみカラー化することにしたの
で、野生のオオカミや子ジカの姿をご堪能いただければ幸いである。
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